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⽇本OECD共同研究（経緯と枠組み）
１．OECD東北スクール
・ルーツは東⽇本⼤震災の復興⽀援事業「OECD東北スクール(2012-2014)」
・震災で被災した約100名の中⾼⽣が、様々な他者と協働しながら『2030年に向けた新しい
学校教育』のモデルを⽇本から世界へ提案
・エージェンシーなどの概念の発端であり、現⾏学習指導要領や国際的な評価へ（ウクライナの教
育復興でも注⽬）

２．⽇本OECD共同研究
・⽇本国内の学校等（困難校や困難を抱える児童⽣徒を⽀援する団体等も含む）と、
異なる国々の学校間が校種を超えてつながる、国際共創によるエコシステムアプローチ
・⽬的は、カリキュラムや⽣徒・教師エージェンシー、ウェルビーイングに係る政策形成への貢献
・学校現場における実践研究や若⼿研究者との共同研究などを実施・促進（東京学芸⼤学は事務局
として、エコシステムを構成するマルチステークホルダーによる実践研究コミュニティの構築と
その活動を促進）
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共同研究の実践事例①

泉⼤津市⽴⼩津中学校（⼤阪府）
「学校のコンパスづくりと共創プロジェクト」
・⽣徒と先⽣発によるボトムアップ型学校改⾰︓⽣徒主体によるビジョンメイキング（学校の
コンパスづくり）へ

・学校の⾃主性や⽣徒の主体性を⽣かしつつ、外部のステークホルダーとも連携したたカリ
キュラムデザイン・評価とその実施（例︓「共創プロジェクト」の推進、スタートアップ企
業とも連携したAI等も活⽤した英語学習）

・ポルトガルとの国際共創（ビッグアイデアから教科横断による合同授業づくり）
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⇨11月小津中にてリアル共創

学習指導要領の主要概念との関連性︓⽣徒の興味・関⼼を⽣かした⾃主的・⾃発的な活動の
促進、教科横断的な学び、社会に開かれた教育課程の推進



共同研究の実践事例②

東京都⽴⽴川学園（東京都）
「⽣徒と先⽣の挑戦で校種や国の壁を超える」
・⼿話による詩の朗読を通じたイタリアとの国際共創（国の壁を超えた交流）への挑戦
・⼿話による司会を通じた主体的な参画や、校種を超えた⽣徒同⼠の交流
・⽣徒主体によるワークショップを企画する側への展開（社会との接点や相互作⽤性のあるカ
リキュラムへ）
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学習指導要領の主要概念との関連性︓⽣徒の興味・関⼼を⽣かした⾃主的・⾃発的な活動の促進、
社会の形成への参画、社会に開かれた教育課程、学校相互間の連携・交流の推進



共同研究の実践事例③

「プロジェクト∞無限⼤の各種活動から」
１．新たな形の教員・⽣徒の学びの創造（夏のWS）
・⽣徒と先⽣・⼤⼈が⼀緒に「探究」や「評価」を考える機会
・海外事例の共有からの⽰唆（海外の模倣ではなく、新たな創造の契機に）
カナダの探究学習︓ロケットの模型を５歳の⼦供が作る探究学習
エストニアの評価︓学校の⾃律性を⾼める評価システム
→これらの事例を⼩中⾼の教員が聞き、質疑を通して⾃分たちの現場でどのよ
うに⽣かせるかを議論。

２．教職志望学⽣チーム（FG2C※）
・校種の特性を踏まえた教師エージェンシーの育成
・カリキュラムと教員養成とのズレの解消も含めた将来の担い⼿との協働

※OECD Education 2030 Focus Group 2C（教師になりたい学⽣・⼤学⽣・⼤学院⽣のグループ）

３．研究者コミュニティとの連携
・若⼿研究者の研究活動⽀援や活動環境整備
・プロジェクト参加校とのマッチングによる学校との共同研究の促進
・カリキュラム分析へのLLM（⼤規模⾔語モデル）の活⽤可能性（ビッグアイデ
アの抽出） 5



今後に向けて
１．マルチステークホルダーによる社会に開かれた教育課程の推進
マルチステークホルダーによる学校、教育委員会、研究者、NPO・企業等とのコレクティブインパ
クトの促進とネットワークの拡⼤（社会に開かれた教育課程に係る実践の深化）

２．エコシステムアプローチによる学校のWell-beingの向上
学校におけるWell-beingの向上に向けた指導と評価の在り⽅の検討。特に、⽣徒の⾃⼰評価も含め
た多⾯的で柔軟な評価・評定（学習指導要領と評価・評定）及びそのための教員・⽣徒を巻き込ん
だビジョンメイキングとそのためのプロセスの検討。

３．カリキュラムと教員養成・教員研修との⼀貫性確保
学習指導要領と教員養成・教員研修との⼀貫性を図るための取組の加速（本共同研究におけるFG2C
との協働や、教員養成フラッグシップ⼤学としての養成・研修カリキュラムの研究開発実践との⼀
体的取組並びにネットワーク活⽤・展開等）
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